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順序集合 R から加群の圏への関手はパーシステンス加群とよばれ, 近年の位相的デー
タ解析の発展に伴い注目を集めている. パーシステンス加群とそれらの間の重要な距離で
あるインターリービング距離には通常の代数的な定義の他に, 層の言葉を用いた空間的・
幾何的な解釈が存在する [Cur14; KS18]. また, その対応の (多様体による) 族版の主張
も述べることができ [KSZ23], その場合のインターリービング距離は [AI20; AI24] で導
入された距離と同じものであると理解できる. [AI20; AI24]における距離は, 超局所層理
論をシンプレクティック幾何に応用した Tamarkinの先駆的な仕事 [Tam18]に量的な観
点を持ち込むことで定義されたのだが, この距離自体もシンプレクティック幾何への応用
をもつ.
本講演では, まず R上のパーシステンス加群と層の関係および, その多様体による族版
ついて述べる. その後, 層に対するインターリービング距離の余接束のシンプレクティッ
ク幾何への応用を紹介する. また, 時間が許せば, 層を用いた幾何的な解釈に移ることで
可能になる一般化の方向性についても紹介したい. 本講演は池祐一氏 (東京大学) との共
同研究に基づく.
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